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流出、降雨、ダムに関する論文リスト 

流出に関する論文 

（査読付論文） 

呉修一，山田正：既往概念モデルの理論的導出，水文・水資源学会誌,第 22
巻,No.5,Sep.2009 

呉修一，山田正，吉川秀夫：有効降雨の推定に関する研究，土木学会論文集 B,
第 65 巻,No.3 ,pp.231-245,2009. 

赤羽裕也，呉修一，山田正：都市流域における現地流量観測と都市化が洪水流

出特性に与える影響，土木学会水工学論文集,第 52 巻,pp.481-486,2008. 

呉修一，下坂将史，山田正：降雨流出における流域スケールに応じた斜面と河

道の効果，土木学会水工学論文集,第 51 巻,pp.421-426,2007. 

呉修一，山田正：降雨流出における斜面と河道の効果に関する研究，土木学会

水工学論文集,第 50 巻,pp.337-342,2006. 

呉修一，山田正，吉川秀夫：表面流の発生機構を考慮した斜面多層降雨流出計

算手法に関する研究，水工学論文集第 59 巻,pp.169-174,2005. 

呉修一，腰塚雄太，山田正：ハイドログラフの逓減特性を用いた流出特性の抽

出，水工学論文集,第 48 巻,pp.13-18,2004. 

安田浩保，山田正，後藤智明：スルースゲートの閉鎖に伴い発生する段波の水

理実験とその数値計算，土木学会論文集,第 63 巻,II-63,pp.89-106,2003.5.  

山田正：山地流出の非線形性に関する研究，水工学論文集,第 47
巻,pp.259-264,2003. 

安田浩保，白土正美，後藤智明，山田正：高速演算性と精緻性を有する浸水域

予測計算システムの開発，水工学論文集,第 45 巻,pp.889-894,2001. 

大原憲明，松木浩志，志村光一，山田正：水理計算に基づく大規模河道の洪水

流出特性に関する研究，水文・水資源学会誌,第 14 巻,No.3,pp.217-228,2001.3 



安田浩保，後藤智明，山田正：那珂川下流域を対象とした高速洪水氾濫モデル

の開発，河川技術に関する論文集,第 6 巻,pp.309-314,2000.  

山田正，日比野忠史，荒木隆，中津川誠：山地流域での降雨特性に関する統計

的解析，土木学会論文集,No.527,II-33,pp.1-13,1995,11. 

品川守，山田正，豊田康嗣：洪水ハイドログラフの形成過程と治水対策の効果

に関する研究，水文・水資源学会誌,第 5 巻,No.3,pp.23-31,1992. 

 
 

（口頭発表論文） 
 
Kenta.ODA, Shuichi.KURE, Tadashi.YAMADA, Ryou.EBANA, Akito.WATANABE, 
Naoki.WATANABE: EFFECTS OF SPATIAL DISTRIBUTION OF HYDROLOGICAL 
CHARACTERISTICS TO RUNOFF,World City Water Forum,2009. 
 
田名辺剣児，織田賢太，岡部真人，山田正：降雨流出計算における河道の効果

の検討，土木学会第 64 回年次学術講演会講演会,2009. 
 
織田賢太， 岡部真人，呉 修一，山田 正：水文特性の空間分布が降雨流出に

与える影響，土木学会第 64 回年次学術講演会講演会,2009. 
 
Kenta ODA, Shuichi.KURE, Ryou EBANA, Tadashi.YAMADA：A Study on the Effects 
of Spatial Distribution of Hydrologic Characteristics on Runoff in a large scale 
catchment, 4th APHW in BeiJing,2008. 

S. KURE, A. TOMIZAWA, R. Ebana, T. YAMADA: Effects of Spatial Distribution of 

Hydrological characteristics on Runoff according to the Spatial Scale of Catchments, 

EWRI08,2008. 

織田賢太, 呉修一, 山田正,岡部真人: 水文特性の空間分布が降雨流出に及ぼす

影響の解明, 第 35 回関東支部技術研究発表会,2008. 

呉修一，山田 正：物理的観点からの合理式，貯留関数法，タンクモデルの

導出，土木学会第 62 回年次学術講演会講演会,2007. 
 
 



岡部 真人，呉 修一，山田 正：回路図を用いた新しい分布定数型降雨流出モデ

ルの構築，土木学会関東支部技術研究発表会,第 34 巻,ppII-012,2007.  

呉修一，下坂将史，江花亮，山田正：降雨流出における河道の効果に関する研

究，水文・水資源学会 2006 年研究発表会,P-58,2006. 

下坂将史，呉修一，戸谷英雄，山田正:洪水流出特性に基づくダム貯水池操作に

関する研究，水文・水資源学会 2006 年研究発表会,P-80,2006. 

富沢彰仁，呉修一，江花亮，山田正：単一斜面における土壌特性の空間分布が

降雨流出に与える影響に関する研究，第 33 回関東支部技術研究発表会,II-1-9, 
2006. 

小澤剛，赤羽裕也，劉金双，山田正：都市域における流出率の推定，第 33 回関

東支部技術研究発表会,II-1-14,2006. 

赤羽裕也，呉修一，Feng Yan，山田正：市街化率の変化が洪水流出特性に与える

影響，第 33 回関東支部技術研究発表会,II-1-16,2006. 

劉金双，呉修一，江花亮，山田正：小流域における水質ハイドログラフの形成

過程およびその予測手法に関する研究，第 33回関東支部技術研究発表会,II-1-35, 
2006. 

呉修一，下坂将史，江花亮，山田正：降雨流出における流出スケールに応じた

河道の効果に関する研究，土木学会第 61 回年次学術講演会,II-036,2006. 

赤羽裕也，呉修一，山内格，山田正：市街化率の上昇が洪水流出特性に与える

影響，土木学会第 61 回年次学術講演会,II-028,2006. 

重住 基，呉 修一，山田 正，降雨流出現象における斜面効果と河道効果に関す

る研究，土木学会関東支部技術研究発表会講演概要集,第31-32巻,pp196-197,2004. 

重住基，呉修一，山田正：降雨流出現象における斜面効果と河道効果に関する

研究，第 31 回関東支部技術研究発表会,II-98,2004. 

呉修一，土屋修一，山田正：降雨流出現象における非線形性と流出特性に関す

る研究，第 30 回関東支部技術研究発表会,II-30,2003. 

呉 修一，土屋 修一，山田 正，降雨流出現象における非線形性と流出特性に関



する研究，土木学会関東支部技術研究発表会講演概要集,第 30-2 巻,pp57-58,2003.  
 
朝倉邦友，志村光一，山田正：阿賀野川流域における流出特性の経年変化に関

する研究，土木学会関東支部技術研究発表会講演概要集,第 27 巻,pp310-311,2000  
 
加藤琢朗，松木浩志，志村光一，山田正：山地流域である福島県小玉川流域の

流出特性に関する研究，土木学会第 55 回年次学術講演会,II-105,pp.210-211,2000. 
 

加藤琢朗，松木浩志，山田正，志村光一：山地小流域における流域スケールと

流出率に関する研究，第 27 回関東支部技術研究発表会,II-55,pp.308-309,2000. 

朝倉邦友，志村光一，山田正：阿賀野川流域における流出特性の経年変化に関

する研究，第 27 回関東支部技術研究発表会,II-56,pp.310-311,2000. 

板谷越朋樹，志村光一，山田正，佐藤武司：都市域を流れる多自然型河川とそ

の流出特性に関する研究，第 27 回関東支部技術研究発表会,II-58,pp.314-315, 
2000. 

圓地 哲文，山田 正，志村 光一，村田 裕，永島 健：山地における降雨形態の

特性に関する研究,平成 10 年度土木学会関東支部技術研究発表会講演概要集,第
26 巻,pp254-255,1999. 
 
松木浩志，山田正，池永均，大原憲明：山地小流域の降雨流出特性に関する考

察，第 25 回関東支部技術研究発表会講演概要集,II-38,pp.242-243,1998. 
 
大原憲明，池永均，山田正，尾崎宏，内島邦秀：山地小流域の流出特性に与え

る地形特性の効果，第 52 回土木学会年次学術講演会講演概要集 , 
II-157,pp.314-315,1997. 
 
内島邦秀，山田正，馬成鎬，大嶋俊久：渡川（四万十川）流域における流出特

性に関する研究，第 22 回土木学会関東支部技術研究発表会講演概要集 , 
pp.212-213,1995. 
 
斉藤大作，松浦正典，山田正：山地流域における地形性降雨の分布特性，土木

学会第 49 回年次学術講演会講演概要集,II-32,pp.64-65,1994. 
 



山田正，日比野忠史，外山誠：日本の河川における流出特性について，第 21 回

土木学会関東支部技術研究発表会講演概要集, pp.186-187,1994. 
 
山田 正，豊田 康嗣，洪水流出の基本的特性とハイドログラフの形成過程に関

する研究，土木学会北海道支部平成元年度論文報告集第 46 巻,369-374,1990. 
 
洪 延芳，藤田 睦博，山田 正，長谷川 和義 タイトル(和)：宮の森小試験地に

おける融雪・降雨流出の比較，土木学会北海道支部昭和 62 年度論文報告集第 44
巻,239-244,1988. 
 
藤田 睦博，洪 廷芳，山田 正，長谷川 和義：宮の森小試験地における流出特

性と横流入に関する研究,土木学会北海道支部昭和 61 年度論文報告集第 43 巻, 
pp211-216,1987.  



降雨に関する論文 

（査読付論文） 

笹尾将登，土屋修一，山田正：実スケール雲物理実験における時空間変化する

粒子数濃度と雲水量の関係，水工学論文集第 51 巻,pp. 319-324,2007. 

Assela PATHIRANA, Tadashi YAMADA: IDEALIZED SIMULATION OF 
OROGRAPHIC RAINFALL WITH A MESOSCALE ATMOSPHERIC MODEL, 
Annual Journal of Hydraulic Engineering, JSCE,Vol.48,pp.295-300,2004.  

Assela PATHIRANA, Masafumi YAMAGUCHI, Tadashi YAMADA: IDEALIZED 
SIMULATION OF AIRFLOW OVER A MOUNTAIN RIDGE USING A 
MESOSCALE ATMOSPHERIC MODEL, Annual Journal of Hydraulic Engineering, 
JSCE, Vol.47. pp.31-36,2003. 

志村光一，原久弥，山田正：レーダ雨量計を用いた関東平野における降雨形態

の分類と発生メカニズムに関する考察，水工学論文集第 44 巻,pp.97-102,2000. 

山田正，池永均，松浦正，萬矢敦啓，志村光一：大気中のエアロゾルが降雨現

象に及ぼす影響に関する研究，土木学会論文集,No.614,II-46,pp.1-20,1999.2 

山田正，日比野忠史，志村光一，蓑島弥成，鈴木敦：雨滴の衝突による雨滴粒

径分布の高度変化を考慮したレーダ雨量計の精度向上に関する研究，土木学会

論文集,No.628,II-48,pp.1-20,1999.8 

山田正，日比野忠史，中津川誠，藤沢充哲，森永博史：レーダ雨量計情報の動

画像解析による降雨予測手法の提案と流域平均降雨量の推定法に関する研究，

土木学会論文集,No.558,II-38,pp.13-30,1997,2. 

池永均，久米仁志，森田寛，山田正：ドップラーレーダを用いたメソ βスケー

ル降雨特性の解析，水工学論文集第 41 巻, pp.147-154,1997.2. 

山田正，日比野忠史，鈴木敦，蓑島弥成，中津川誠：新しいタイプのレーザー

雨滴計の開発とこれを用いた降雨の雨滴分布の観測，土木学会論文集, 
No.539,II-35,pp.15-30,1996,5. 



山田正，日比野忠史，深和岳人，松浦正典，藤吉康志，播磨屋敏生，稲毛正昭，

中津 川誠：実スケールの雲物理実験と降雨モデルによる雲の微物理過程の考

察，土木学会論文集,No.509,II-30,pp.1-13,1995,2.  

山田正，日比野忠史，荒木隆，中津川誠：山地流域での降雨特性に関する統計

的解析，土木学会論文集,No.527,II-33,pp.1-13,1995,11. 

 

（学会発表論文） 

小田村康幸，加藤拓磨，山田 正：凝結過程における気象因子の鉛直構造，第

34 回関東支部技術研究発表会,II-51,2008. 

荒川 貴志，佐藤 航，加藤 拓磨，山田 正：関東平野における降雨の移動と強

度の関係，第 34 回関東支部技術研究発表会,II-45,2008. 

Kato Takuma, Odamura Yasuyuki, Yamada Tadashi: Space Variance of Meteorologic 
Factor in Condensation Process using Artificial Cloud Experiment System, 4th APHW, 
S3_12,2008. 

Arakawa Takashi，Kato Takuma，Yamada Tadashi: Characteristics of heavy rain around 
the Tokyo area, 4th APHW,S2-16,2008. 

小田村康幸，笹尾 将登，加藤 拓磨，土屋 修一，山田 正：雲生成時に空

間変化する雲粒の粒子数濃度，土木学会第 62 回年次講演会,II-010,2007. 

小田村康幸，笹尾将登，土屋修一，山田正：実スケ‐ル雲物理実験における雲

粒の粒子数濃度と雲水量の鉛直構造，第 33 回関東支部技術研究発表会,02-0017, 
2007. 

佐藤 航，土屋 修一，山田 正：関東平野における海陸風日の高層での風の

場の特性，第 33 回関東支部技術研究発表会,02-0018,2007. 

Tsuchiya Shuichi, Yamauchi Kaku and Yamada Tadashi: The Effect of Aerosol 
Influence to Cloud Microphysics using Artificial Cloud Experiment System, 3rd APHW, 
ST1-01-A02-400,2006. 

 



Sato Wataru, Ture Shuichi, Yaku Kaku, and Tadashi Yamada: Analysis of Rainfall 
Characteristics Using a Doppler Radar, 3rd APHW, ST1-01-A02-425,2006. 

笹尾将登，土屋修一，山田正：実スケール雲物理実験における時空間変化する

粒子数濃度と雲水量の関係，第 51 回水工学講演会,pp319-324, 2006. 

土屋修一，笹尾将登，山田正：実スケール雲物理実験によるエアロゾル数濃度

と雲水発生量の関係，第 61 回土木学会年次講演会,2-051, 2006. 

小林勝，平野廣和，山田正：関東平野における雷雨性降雨日の風の場の構造に

関する研究，第 33 回関東支部技術研究発表会,II-1-3, 2006. 

佐藤航，土屋修一，山田正：関東平野における雷雨性降雨の強雨分布特性，第

33 回関東支部技術研究発表会,II-1-4, 2006. 

笹尾将登，土屋修一，山田正：準実スケール雲物理実験による雲底付近の雲粒

生成過程に関する研究，第 33 回関東支部技術研究発表会，II-1-6, 2006. 

笹尾将登，土屋修一，山田正：上昇風速及びエアロゾルが雲粒の成長に与える

影響，第 60 回土木学会年次学術講演会,II-002,2005. 

小林勝，土屋修一，平野廣和，山田正：関東平野における雷雨性降雨と風の場

の構造に関する研究，水文水資源学会 2005 年研究発表会要旨集,2005.9. 

大和田勝，土屋修一，岡田将冶，山田正：関東平野における雷雨性降雨の移動

特性，第 32 回関東支部技術研究発表会,II-1-25,2005. 

笹尾将登，土屋修一，岡田将冶，山田正：実スケール雲物理実験によるエアロ

ゾル粒子の凝結成長と雲水量の関係，第 32 回関東支部技術研究発表会,II-1-27, 
2005.  

大畑義仁，土屋修一，岡田将冶，山田正：実スケール雲物理実験による雲粒子

成長過程の粒径別粒子数濃度の関係，第 32 回関東支部技術研究発表会,II-1-28, 
2005.  

土屋修一，岡田将治，山田正：実スケール雲物理実験による上昇風がエアロゾ

ル粒子の凝結成長に及ぼす影響，土木学会第 59 回年次学術講演会,II-005,2004.  



Assela Pathirana, Srikantha Herath, Yamada Tadashi: Incorporating Aerosol Radiative 
Forcing Effects into Rainfall Simulations, Proceeding of 2004 Annual Conference, 
Japan Society Hydrology and Water Resources, pp.114-115,2004. 

A. PATHIRANA, S.Herath, and T.Yamada: Estimating Rainfall Distributions at High 
Temporal Resolutions Using a Multifractal Model, Hydrology and Earth System 
Scicences, Vol.7(5), pp.668-679,2004  

土屋修一，岡田将治，山田正：実スケール雲物理実験による上昇風が降雨形成

に及ぼす影響に関する研究，水文水資源学会 2004 年研究発表会要旨

集,pp.116-117,2004. 

小林勝，岡田将治，平野廣和，山田正：関東平野における強降雨域と風の場の

構造に関する研究，水文水資源学会 2004 年研究発表会要旨集,pp.120-121,2004. 

大畑義仁，土屋修一，岡田将治，山田正：実スケール雲物理実験によるエアロ

ゾルと雲水発生量の関係に関する研究，水文水資源学会 2004 年研究発表会要旨

集,pp.238-239, 2004. 

大和田勝，阿部陽一，土屋修一，山田正：夏期の関東平野における強雨域の移

動特性，水文水資源学会 2004 年研究発表会要旨集,pp.242-243, 2004. 

大和田勝，阿部陽一，土屋修一，山田正：関東平野に発生する降雨の事例解析，
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